




　私が兵庫県立龍野高校に入学したのは、東京オリンピックから 2 年後の 1966 年
（昭和 41 年）である。高校 1 年の時、どんな英和辞典を使用していたかは、はっ
きりとは思い出せないが、親戚の英語好きの叔母からもらった研究社の小型の辞書
























　2012 年（平成 24 年）の秋頃、八木克正先生（当時、関西学院大学教授、現在、
同大学名誉教授）から、斎藤秀三郎氏の『熟語本位英和中辞典』（今後、『斎藤中英






　斎藤秀三郎は 1866 年（慶応 2 年）仙台藩士斎藤永頼の長男として仙台に生まれた。
そして、1871 年（明治 4 年）、5 歳の時に仙台藩の藩学「辛未館」で英語を習い始める。
1874 年（明治 7 年）、8 歳のときに宮城英語学校に入り、13 歳で卒業している。斎
藤は、今でいう、英語の早期教育を受けて英語の専門家になった人と言える。ただし、
海外留学の経験は一度もない。宮城英語学校卒業後、すぐに東京大学予備門に入学





事典（ブリタニカ）を 2 度通読したとの逸話がある。1883 年（明治 16 年）、卒業
間際に放校処分を受け、工部学校を退学している。
　翌年、斉藤は仙台に戻り、英語塾を開き、その後、仙台英語学校を開いた。土井
晩翠は、仙台英語学校の卒業生であった。1887 年（明治 20 年）には第二高等学校
助教授になった。1893年（明治26年）には東京に居を移し、第一高等学校教授になっ
ている。1896 年（明治 29 年）には神田に正則英語学校を創設した。その時、斎藤
は 30 歳になっていた。翌年、第一高等学校を辞職し、正則英語学校での教育に専
念することになるが、1904 年（明治 37 年）には東京帝大文科大学にも出講して
いる。1915 年（大正 4 年）に『熟語本位英和中辞典』を出版した。1923 年（大正 
12 年）、執筆中の『和英大辞典』の原稿の大半を関東大震災で焼失したが、再び執
筆に取り掛かり、1928 年（昭和 3 年）に『斎藤和英大辞典』を完成させた。翌年












とが分かる重要なエピソードである。1935 年（昭和 10 年）12 月 3 日の東京朝日
新聞によれば、「斎藤の英語に関する貴重な研究のうちでも『前置詞大完』は世界
英語界でも比類なき努力の結晶であり、学界に貢献する上に非常なものがあるとい











英訳は Saito’s Idiomological English-Japanese Dictionary である。「熟語」は通
常 idiomatic と訳されるが、斎藤は idiomatic ではなく idiomological という聞き
なれない用語を使っている2)。ここに Saito の思い入れがあることは、容易に想像が
つく。実際、斎藤はイデオモロジー研究（Idiomology）を提唱している。辞書の
英文の序文を読んでみると、Saito がなぜ idiomological という用語を敢えて使用







2)　 自身で編集した『英語学辞典』の中で、市川三喜は Idiomology について、「おそらく著者の造
語であらうが、ギリシャ語の語形成法に従えば idiomatological となるべきもの。Idiomatology
は「慣用語句集」の意味であるがほとんど用ひられない」と言っている。しかしながら、大
村（1960：526）によれ ば、Saito の Idiomology は Webster’s New International Dictionary 
of the English Language. 2nd edition （1950）に掲載されているとのことである。そこでは













COD（Concise Oxford Dictionary）を参考にしている（竹下 2011: 72）3)。斎藤中
英和の発行される 4 年前の 1911 年（明治 44 年）に COD の初版が発行されてい
るので、斎藤が参考にしたのは当然と言える。
　 さ ら に、当 時、10 巻 本 の OED（Oxford English Dictionary は 当 時 New 
English Dictionaryとして発行された）が、数年に 1 巻ずつ発行されていた。第
1 巻（A）は 1888 年に発行され、1909 年には第 7 巻（O）まで発行されていた。



















意」として取り上げられている。これも 1 つだけ取り上げてみよう。twice の項を
見ると、「注意」：倍数の次には “twice larger”のごとく比較級を用ひず、とある。
















4)　 実際には、twice larger という表現も見られるが、twice as large as の頻度が圧倒的に高い。
斎藤は、学習英文法のレベルでは、twice larger は用いるべきではないと言っているのである。
